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令 和 ７ 年 第 ２ 回 定 例 会 一 般 質 問 通 告 事 項 
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宇 根 本 茂 議 員（ 新 誠 会 ） 質問方式：一問一答方式 

 

１ 【尾道市の現状と市政の課題】と【平谷市政の折り返しと今後の

展望について】 

（1） 任期満了までの残り２年間で、平谷市政と 20 年の集大成とし

て、どのような尾道の未来像を描いておられるのでしょうか。

具体的なビジョンをお示しください  

（2） 市長のさまざまな施策や考え方を、市民はどのように受け止め、

理解しているとお考えでしょうか  

（3） 現時点で未解決となっている多くの課題に対して、今後どのよ

うに取り組んでいかれるのか、その方針をお聞かせください  

（4） 外国人観光客の消費拡大について、どのような施策や工夫をお

考えでしょうか  

（5） 観光消費を全体的に拡大するためには、どのような具体的政策

が考えられるでしょうか  

（6） 尾道市は２市３町の合併から 20 年を迎えました。平谷市政の体

制下でこの合併から得られた成果は何だったとお考えでしょう

か。また、今後それぞれの地域の特性を生かしたまちづくりを

進めていくために、どのような戦略やビジョンが望ましいとお

考えでしょうか  

（7） 因島・瀬戸田地区の住民にとって、通行料金の負担は今も大き

な課題となっていますが、観光客向けのレンタサイクル利用料

に 100 円を上乗せし、その収益（７万人が利用とすると年間約 

700 万円想定）を住民の通行料金の軽減に充てるという、市独

自の取り組みは検討できないでしょうか。市のご見解をお聞か

せください  

（8） ＪＲ尾道駅前の駐輪場を有料化し、その収益を市民生活の環境

整備に還元するという、民間的な発想を取り入れた施策につい

てはどのようにお考えでしょうか。今後の方針についてもお答

えいただきたいと思います  

 

 


